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作 友 会

中部建設青年会議が主催する
「平成 30 年度国土をつくる人写真展」で
中部建設青年会議会長賞に選ばれた作品です。



平
成
26
年
に
始
ま
っ
た
建
築
部
会
の
会
合

も
平
成
30
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
会
合
で
５

年
目
を
迎
え
、24
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
る
企
業
も
増
え
続
け
、
初
回
10
社
で
始

ま
っ
た
建
築
部
会
も
、近
年
で
は
毎
回
50
社
を

超
え
る
会
員
企
業
の
参
加
に
よ
り
、
主
要
協

力
会
社
は
ほ
ぼ
す
べ
て
出
席
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
指
す
べ
き
方
向
性
を
明
確
化
し
課
題
解
決
へ

こ
の
会
合
の
目
的
は
、
矢
作
建
設
と
協
力

会
社
各
社
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
明
確
に

し
、
よ
り
実
効
的
な
活
動
を
展
開
す
る
た
め

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
安
全
や
品
質
の
確
保
、

あ
る
い
は
効
率
化
を
目
指
し
た
新
工
法
、
新

技
術
の
習
得
、
さ
ら
に
は
求
人
支
援
や
人
材

育
成
な
ど
、
各
社
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を

共
有
し
て
い
ま
す
。

自
ら
が
発
表
で
き
る
場
を
提
供

会
合
の
主
な
議
題
と
し
て
は
、

1
安
全
・
品
質
に
関
す
る
事
項

2
会
員
企
業
か
ら
の
事
例
発
表

3
出
件
情
報

4‌�

入
職
者
増
加
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
の

取
り
組
み

5
各
社
の
要
望
・
提
言　

で
す
。

特
に
今
ま
で
に
な
い
活
動
内
容
と
し
て
は
、

会
員
企
業
自
ら
が
発
表
す
る
事
例
発
表
で

す
。
矢
作
建
設
か
ら
の
一
方
向
の
発
信
だ
け

で
な
く
、
会
員
企
業
が
直
面
し
て
い
る
問
題

や
自
社
の
活
動
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
横
の

繋
が
り
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
中
で
も
、「
安
全
管
理
活
動
」
と
「
採
用

活
動
」
が
テ
ー
マ
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
た
め
、
矢
作
建
設
と
し
て
も
重
要
な
課

題
と
し
て
位
置
づ
け
、
安
全
講
習
の
講
師
派

遣
、
各
種
採
用
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

出席会社数（平均）　※年６回開催

H26 H30
5月

52 社

17 社17 社

㈱創羽　佐藤社長は自社で制作した動画を用いて発表されました。

建築部会の活動
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貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

作
友
会
事
務
局
で
は
、
会
員
企
業
の
意
見

を
集
め
、
よ
り
意
義
の
あ
る
会
に
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
平
成
30
年
５
月
に
開
催
さ

れ
た
建
築
部
会
の
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、「
矢
作
建
設
の

方
向
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
回
答
さ

れ
た
方
が
、
52
社
中
39
社
と
７
割
以
上
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
由
記

入
欄
の
回
答
に
つ
い
て
も
前
向
き
な
意
見
を

多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
友
会
事
務
局
と

し
て
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、
よ
り
一
体
感
を
高
め
る
た
め
に
、
今
ま

で
行
っ
て
き
た
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
常
態
化
し
て
い
る
人
材
不
足
問

題
な
ど
、
会
員
企
業
に
対
し
て
で
き
る
限
り

の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
建
築
部
会
の
活
動
を
通
し
て
、

矢
作
建
設
と
会
員
各
社
が
互
い
にW

in-w
in

の
関
係
に
な
れ
る
よ
う
相
互
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

建築部会の活動を通して、改善したことや新たな取り組みを始めたことはありますか？

自由記入欄抜粋

●マイスターを目指す人が増えました。
●安全、品質に対する意識が高まりました。
●他社の事例を参考にし、自社の取り組みに生かしています。
●取材にお越しいただいたことで、「見られる」という意
識が高まり、またコミュニケーションも取れました。

●事故事例を知ることで、社内の水平展開もより濃い内
容となりました。

●求人に対して積極的に取り組めるようになりました。

今後、やっていきたいこと、やってほしいことはありますか？

●二世会を結成したいです。
●新工法の紹介をしていただきたいです。
●他現場が気になるので、現場見学会を開催してもらい
たいです。

●会社に来ていただいての講習を希望したいです。

その他感想・要望はありますか？

●毎回充実した内容で、勉強になっています。
●社員を大切に考え、若手社員の離職率を下げようと思
いました。

●他のゼネコンさんでここまで協力会社と情報交換している
ところはありません。

●普段とは違った切り口で建設業界を見ることができる貴
重な機会となっています。

●引き続きエンジェルレポート等の情報発信をお願いした
いです。

矢作建設の方向性を知ることができた

会員企業の事例発表で取り組みを知ることで、
自社の活動に役立った

/52名

28名

26名

18名

22名

39名

27名事業主パトロールを通して
自社の安全・品質に対する意識が向上した

出件情報を知ることで営業活動に寄与した

矢作建設職員や同業他社とコミュニケーションが増えた

採用活動の情報を知ることで、自社の活動に役立った

建築部会の活動に参加してよかったと思う点を教えてください。（複数回答可）　H30.05.22
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昨今の建設業界は入職者が減少の一途をたどり、とりわけ技能労働者の人手不足は業界全体の課
題となっています。作友会としてもこれを最重要課題と捉え、平成 30 年５月、求人サイトおよび
リクルート用の小冊子を作成しました。この活動は、会員企業への入職者を増やすことを目的とし、
一社単独では制作やメンテナンスの負担が大きいホームページの運営や求人活動といった会員さん
の悩みを作友会という枠組みでバックアップしていくものです。

高校生を獲得するには保護者や先生から
信用を得ることが必須条件です

〈出典〉
一般財団法人建設業振興基金
建設業が行う工業高校生採用活動の取組事例集
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就職活動の現状

大学生の就職活動では、リクナビやマイナビと
いった大手の就職サイトから学生自身が企業を選
びます。また、企業展や就活フェアでは他社・他
産業との競争になるため、なかなか採用につなが
らないのが現状です。

そこでターゲットを高校生にしました。

大学生の場合

高校生の場合は、保護者・先生を交えた三者面
談で先生に紹介された企業の中から就職先を選び
ます。一般財団法人建設業振興基金の調査による
と高校生が、就職先を意思決定する際の影響者は
①担任の先生、②父、③母、④進路指導の先生の
順となり、75％以上が先生や保護者の助言に頼っ
ているというデータがあります。
一方で学校へ求人にくる企業は、多いところで
数千社にのぼります。その中から、先生が一人の
学生に紹介する企業は多くても３社にまで絞られ
るため、高校へ求人活動に行っても知名度の低い
中小企業やホームページすらない企業では、先生
もなかなか推薦してくれません。

高校生の場合

作友会という「枠組」で
採用活動を支援します！
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こうした現状を踏まえ、作友会は高校生の獲得
に向けた採用活動として、求人サイトおよびリク
ルート用の小冊子を作成しました。小冊子は、進
路担当の先生に会員企業を印象付けることと、求
人サイトへ誘導を目的としており、求人サイトは、
保護者や先生の会員企業に対する信用を向上させ
ることを目的にしています。
ここでは、小冊子と求人サイトの二本立てで、
先生や保護者からの信用を得ることを目指した作
友会の採用活動について具体的に紹介します。

リクルート小冊子は、建設業の概要と 14 社の会員企業紹介ページ、社会人として役立つ情報を盛り込ん
だ内容となっています。企業紹介ページでは会社の雰囲気を具体的にイメージしてもらうために、働く人に
スポットをあてた構成になっています。また、就職活動に役立つ情報として、企業選びのポイントや建設業
界で働く不安を解消するQ＆Aコーナーなども掲載しています。小冊子の最後には採用支援サイトへ誘導す
るためサイトの紹介ページを掲載し、サイトの閲覧方法等をわかりやすく伝えています。
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作友会の採用活動！

働く人にスポットをあてた小冊子
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求人サイトは、保護者が就職先の条件として重
要視する建設業界の仕事内容、学生が就職先の条
件として重要視する勤務地や会社の雰囲気を具体
的に伝えることにこだわりました。

運用開始時点で 18 社の会員企業を登録してお
り、学生や保護者の要望にあわせた地域別・職種
別の企業検索が可能です。
サイトにアクセスしていただいた保護者に、自
分の子どもが働く業界・業種を具体的にイメージ
してもらうため、「仕事を知る」と題して建設業
界の役割、建設業の一日、工種別の仕事内容を紹
介するページを掲載しています。
工種別の仕事紹介ページでは、建設工事に関わ
る工種を躯体・仕上げ（外部）・仕上げ（内装）・
設備・土木・鉄道の６つに分類しており、作業風
景のスナップ写真や工種の紹介動画を掲載するこ
とで、保護者により具体的な仕事内容をイメージ
してもらうよう工夫しています。

また、学生に会社の雰囲気を伝えるため、サイ
ト内に簡単な企業紹介ページを掲載しています。
企業紹介ページは、会社で働く人の笑顔にスポッ
トを当てた写真と代表者や先輩社員のインタビュ
ー動画を中心に作成しています。さらに、企業紹
介ページは会員企業がお持ちの自社サイトへとリ
ンクしており、学生により詳しい会社の情報や雰
囲気を伝えることができる構成となっています。

今後、作友会事務局は随時、サイトの更新・企
業紹介ページの作成を行い、最終的に作友会に入
会している全会員をサイトに掲載していきたいと
考えています。
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働くイメージを具体的にしてもらう！ 作友会求人サイトは
こちらで見ることができます
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リクルート小冊子

矢作建設 人事部 矢作建設
（作友会事務局）

高校の
進路指導の先生

学　　生

作友会員

三社面談

担任の先生

学　生 保護者

求人支援サイト（作友会ホームページ）

1 2

3

5

6

4

1 ‌�矢作建設の人事担当が高校を回る際、進路担
当の先生に小冊子を配布し、矢作建設とパー
トナー関係にある協力会社として作友会員を
紹介する。

2 ‌�矢作建設が開催する見学会や出前授業、また
は、技術フェアに来た学生達に直接小冊子を
配布する。

3 ‌�作友会員からも小冊子を活用し、高校へ求人
活動することで、就職担当の先生に信用でき
る会社であることをアピールする。

4 ‌�こうした資料やPR、求人などを基に、学生は
保護者と担任の先生を交えた三者面談で会社
を紹介してもらう。

5 ‌�保護者は紹介された作友会の求人サイトにア
クセスして会社の情報や仕事内容を知る。� ‌
学生は紹介されたサイトにアクセスし、写真
や動画を見て会社の雰囲気を知る。

6 ‌�求人支援サイトに問い合わせフォームを設け、
学生や保護者、先生などからきた質問の受け
答えを作友会事務局が代行する。
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採用活動の流れ

すでに、矢作建設の人事部が高校を訪問し、リクルート小冊子を配布しています。今後も見学会
など学生と接するごとに小冊子を配布することで、引き続き作友会の採用活動を支援していきます。
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平
成
30
年
４
月
18
日
㈬
、名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
て
第
94
回
理
事
会
、第
48
回
定
期
総
会
お

よ
び
特
別
講
演
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
・
特
別
講
演

第
48
回
と
な
る
定
期
総
会
を
開
催
し
、
作
友

会
員
144
社
180
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
冒
頭
で
は

作
友
会
の
澤
野
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
、
そ

の
後
、議
題
に
沿
っ
て
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
後
の
特
別
講
演
で
は
、
落
語
家

の
三
遊
亭
多
歌
介
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
江
戸

下
町
の
安
全
活
動
～
落
語
に
学
ぶ
、
安
全
の

知
恵
～
」
と
題
し
て
１
時
間
に
わ
た
り
講
演

と
落
語
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
笑

い
を
交
え
な
が
ら
の
安
全
に
関
す
る
講
演
と

落
語
で
、
今
ま
で
と
は
一
味
違
う
特
別
講
演

と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会

特
別
講
演
後
に
は
、
矢
作
建
設
工
業
㈱
の

髙
柳
社
長
、
大
澤
副
社
長
を
は
じ
め
と
す
る

役
職
員
24
名
を
招
き
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

冒
頭
に
髙
柳
社
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
昨
年
度
末
で
あ
る
３
月
は
、土
木
・

建
築
と
も
に
竣
工
物
件
が
多
か
っ
た
こ
と
を

振
り
返
り
「
各
工
事
と
も
無
事
に
引
渡
し
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
お
客
様
か
ら
高

い
評
価
と
感
謝
を
い
た
だ
い
た
。
皆
様
の
ご

協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

も
触
れ
、
作
友
会
員
に
向
け
て
「
現
場
の
品

質
、安
全
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、働
き
方
改
革

に
対
す
る
取
り
組
み
に
、
矢
作
建
設
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
の
で
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
」
と
述
べ
、

挨
拶
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
作
友
会
の
澤
野
会
長
に
よ
る
乾

杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
作
友
会
員
と
矢
作
建
設
役
職

員
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

最
後
に
作
友
会
の
岡
本
副
会
長
の
中
締
め

で
、懇
親
会
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

理
事
会
・
定
期
総
会
・

特
別
講
演
・
懇
親
会

矢作建設工業㈱　髙柳社長

作友会　澤野会長

落語家　三遊亭多歌介 氏
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牧野 拓磨　さん矢作建設工業㈱ 土木事業本部 土木施工本部 施工部

増田 茂　さん㈱田口建設

⃝‌�矢作建設の印象を教えてください。
明るく元気で笑いの絶えない職員がいる会社です！

⃝‌�現場を良くするために、心掛けていることを教えてください。
資材の整理整頓です。ゴミはすぐに片付け、現場をいつもきれいに
することです！

安全、品質面の細かいところにも
気をつかっています！

⃝‌�現場を紹介してください。
当事業は、名鉄犬山線布袋駅を中心に鉄道を高架化する事業です。線路により
東西に分断された市街地を一体化し、活性化させる目的で行われており、国道
155 号線の拡幅および周辺市道の整備に併せて６箇所の踏切を除去します。そ
のうち当社が施工する箇所は、鉄道高架事業の中心となる駅部工事です。

⃝‌�現場で特に力を入れて取り組んでいることを教えてください。
列車の安全・安心・安定輸送の確保を重点に置き、安全面において営業線近接
作業手順の順守および教育･指導を行っています。また、工事期間中はCS向上を
図り、駅利用客に対し安全な通路の整備、お客様目線での施工を心掛けています。

線路の上り線、下り線に挟まれた現場です！

現場住所：‌�愛知県江南市北山町‌
西地内

工　　期：‌�平成25年11月28日‌
～平成32年１月31日

工事概要

名鉄犬山線
布袋高架本線土木工事

土木の工事紹介
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長い歴史があるだけではなく、伝
統の技の継承のために人材育成
にも力を入れている、そんな姿が
とても印象的でした。仕事のやり
がいについて話されている姿もキ
ラキラとしていて、私も頑張ろう！
と改めて思いました。
お忙しい中お時間をいただき、あ
りがとうございました！
� （作友会事務局　滝澤）

ど
ん
な
会
社
？

当
社
は
、
創
業
250
年
を
誇
る
左
官
業
者
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
名
古
屋
城
を
は
じ
め
と
す
る
古

い
建
物
の
工
事
に
携
わ
っ
て
お
り
、
長
い
歴
史

を
持
っ
て
い
ま
す
。

若
手
の
育
成
は
？

新
人
社
員
に
は
、
私
が
理
事
を
務
め
る
愛
知

県
左
官
高
等
職
業
訓
練
校
に
入
校
し
て
も
ら
い

ま
す
。こ
こ
で
は
月
に
3
日
、施
工
に
必
要
な
材

料
の
理
解
、
各
種
施
工
方
法
、
構
造
計
算
、
積

算
技
術
、
法
規
お
よ
び
安
全
衛
生
等
を
学
び
ま

す
。
今
年
も
数
社
か
ら
、
高
校
を
卒
業
し
た
10

名
の
新
入
生
が
入
校
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら

に
は
こ
こ
で
の
学
び
を
生
か
し
、
匠
の
技
を
継

承
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

仕
事
の
や
り
が
い
は
？

何
も
な
い
と
こ
ろ
に
建
物
を
完
成
さ
せ
た
と

き
の
喜
び
で
す
。近
く
を
通
っ
た
と
き
に
は
、な

ん
と
も
言
え
な
い
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
自
分
が
施
工
に
携
わ
っ
た
建
物
が

孫
の
代
ま
で
残
り
「
こ
れ
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が

つ
く
っ
た
ん
だ
よ
」
と
話
せ
る
こ
と
も
、
大
き

な
や
り
が
い
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
目
指
す
姿
は
？

経
営
理
念
は
「
伝
統
あ
る
左
官
の
技
術
・
技
能

を
現
代
に
生
か
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

技
能
者
の
社
会
的
地
位
の
向
上
に
邁
進
す
る
」
で

す
。
当
社
で
は
、先
輩
諸
氏
か
ら
伝
え
ら
れ
た
匠
の

訪
問

会
員
企
業

毎号連載の作友会員企業を訪問する
『会員企業訪問Report』！！
今回は建築部会に所属されている� �
村瀬業務店さんの本社へ訪問し、� �
お話を伺いました。

Report

技
を
継
承
す
る

と
と
も
に
、そ
の

時
代
の
要
請
に

応
え
て
研
鑽
努

力
を
繰
り
返
し
、

若
い
技
能
者
の

育
成
を
行
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
の

若
者
が
夢
と
希

望
を
持
て
る
よ

う
な
会
社
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

村瀬業務店インタビューの
様子はこちらで見ること
ができます

株式会社 村瀬業務店 所在地：名古屋市 北区
業　種：左官業

Pick up!
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事業主さんが現場を巡回すると職人さんの安全意識が高まり、会話
を通して現場への意見・要望が出ているようです。
また、現場への要望等から、われわれが考えていることとの隔たり
を感じたり、思わぬ気付きをもらうことがあります。
これらの隔たりを明らかにすることや何かを気付かされることも、
事業主パトロールのおかげだと感じています。

� 矢作建設工業㈱ 建築事業本部 施工本部 施工部　錦見 浩二所長

児川社長はどのような思いで事業主パトロールに取り組まれていますか？

危険事象を見つけ、対処の方法を判断するのは実際に現場で働く社員よりも
客観的にみられる目を持った第三者だと思います。事業主である自分が直接目に
することにより、自社に戻ってから指導、注意、そして承認もできると感じて
いるため、可能な限りパトロールはさせていただいています。現場に行った社
員が、事故無く、無事に帰ってきてくれることが、何よりの願いです。

事業主パトロールを実施してから、会社や職人さんが変わったと感じたエピ
ソードを教えてください。

現場での注意点や今後の対応についてまとめた事業主パトロールの提出書類
を全作業員が見られるよう会社に掲示したところ、事故を起こしてはいけないと
いう意識が高まり、作業員同士で反省や注意事項を伝え合うようになりました。

児川 一夫社長

名北電気工事㈱

事業主パトロールに
密着しました！
作友会の事業主の皆さんは毎月、矢作建設工業㈱の各現場でパトロール
を実施し、現場と職人さんの安全管理に貢献しています。
今回は昨年のパトロール実施率 90％以上と積極的な活動をしている 
名北電気工事㈱ 児川社長のパトロールに同行し、お話を伺いました。

事業主パトロールの様子は
こちらで見ることができます
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⃝

第
94
回
理
事
会

４
月
18
日
、
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

⃝

第
48
回
定
期
総
会

４
月
18
日
、
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て

開
催
し
、
144
社
180
名
の
会
員
が
出
席
し
ま

し
た
。

【
詳
細
は
8
ペ
ー
ジ
】

⃝

建
築
部
会
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

４
月
～
６
月
に
、
建
築
部
会
員
６
社
と
矢

作
建
設
職
員
延
べ
12
名
が
３
現
場
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

⃝

第
24
回
建
築
部
会

５
月
22
日
、
矢
作
建
設
工
業
㈱
本
社
に
て

開
催
し
、
建
築
部
会
員
延
べ
52
名
と
矢
作

建
設
役
職
員
18
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

【
詳
細
は
２
～
３
ペ
ー
ジ
】

⃝

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

５
月
に
矢
作
建
設
工
業
㈱
鉄
道
技
術
研
修

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
22
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

⃝

安
全
衛
生
推
進
大
会

６
月
11
日
、
メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ

に
て
開
催
し
、
作
友
会
員
200
名
、
矢
作
建

設
役
職
員
・
関
連
会
社
役
員
164
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

編
集
後
記

作友会活動の

あしあと

平成 30 年度　４月～６月

作
友
会
の
皆
様
、
い
つ
も
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
事
務
局

の
針
尾
で
す
。
今
年
度
は
会
報
誌

「
さ
く
ゆ
う
」の
発
行
回
数
を
増
や

し
、
会
員
の
皆
様
に
よ
り
た
く
さ

ん
の
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
♪

さ
て
、
今
号
に
掲
載
し
ま
し
た

と
お
り
、こ
の
度
作
友
会
で
は
リ
ク

ル
ー
ト
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、求
人
の

た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

ま
し
た
！
皆
様
の
採
用
活
動
に
お

い
て
、少
し
で
も
支
援
で
き
た
ら
と

思
う
次
第
で
す
★
今
回
取
材
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆

様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

今
後
と
も
矢
作
建
設
工
業
㈱
な

ら
び
に
作
友
会
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
作
友
会
事
務
局　

針
尾
）

作友会へのご意見・ご要望は、右記メールアドレスまでご連絡ください。　　info-sakuyukai@yahagi.co.jp

株式会社 陣内工業所
業　種：総合設備工事（管・空・電）

当社は給排水衛生設備、空調設備、電気設備工事の設計・
施工を事業としております。作友会の会員として相応しい成
果を残せるようさらなる努力をしてまいります。よろしくお願
い致します。

六興電気株式会社 名古屋支店
業　種：電気設備工事

この度は、作友会に入会させて頂き誠にありがとうござい
ます。高品質と安全第一で頑張りますのでよろしくお願い致
します。

今
回
の
理
事
会
お
よ
び
定
期
総
会
に
て
、

新
た
に
２
社
の
会
員
様
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

新
入
会
員
２
社
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
！

新
入
会
員
紹
介
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